
平
成
二
十
四
年
一
月
三
十
一
日
提
出

質

問

第

二

七

号

内
閣
に
お
い
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
一
部
会
議
の
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
案

に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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内
閣
に
お
い
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
一
部
会
議
の
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
案

に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
般
、
内
閣
に
お
い
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
係
る
一
部
会
議
の
議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
厳
し
い
状
況
は
理
解
す
る
も
の
の
、
政
策
決
定
過
程
を
可
能
な
限
り
透
明
化
し
て
い
く
観
点
か
ら

も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
野
田
内
閣
が
表
明
し
て
い
る
通
り
、
速
や
か
な
議
事
録
作
成
が
切
に
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
議
事
録
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
行
政
刷
新
会
議
い
わ
ゆ
る
事
業
仕
分
け
の
時
に
も
、
映
像
に
お
け
る
公
開

は
早
か
っ
た
も
の
の
、
議
事
録
作
成
公
開
は
五
ヶ
月
以
上
遅
れ
、
平
成
二
十
二
年
四
月
十
五
日
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
当
時

枝
野
幸
男
担
当
大
臣
が
謝
罪
と
と
も
に
、
二
回
目
の
事
業
仕
分
け
前
に
議
事
録
作
成
を
約
束
し
た
次
第
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、

本
事
案
の
原
因
の
確
認
及
び
野
田
内
閣
に
お
け
る
再
発
防
止
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
以
下
四
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

議
事
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
会
議
に
お
い
て
、
関
係
省
の
メ
モ
は
ど
の
程
度
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

二

一
般
に
、
内
閣
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
決
定
等
、
公
式
に
設
け
ら
れ
た
会
議
に
お
い
て
は
、
関
係
省
に
よ
る
メ
モ
が
取

ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
及
び
運
用
の
現
状
を
伺
う
。

三

政
策
決
定
過
程
を
可
能
な
限
り
透
明
化
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
野
田
内
閣
と
し
て
内
閣
に
お
け
る
各
種
会
議
の
議
事
録
の

一



必
要
性
及
び
重
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

四

本
事
案
の
再
発
防
止
の
た
め
に
、
内
閣
と
し
て
政
府
全
体
に
注
意
喚
起
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
内
閣
と
し
て
取
ら
れ

た
措
置
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


